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【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年10月27日(2011.10.27)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外半径の寸法が等しい一組の回転可能な折り目付け車輪の双方の間に配置される切開工
具を備え、前記切開工具が、折り目付け車輪双方の外側周辺部の半径方向に内側の非作動
位置から、前記外側周辺部の半径方向に外側の作動位置まで突出するように、前記折り目
付け車輪双方の間で調整可能であり、
　前記切開工具が切開端部を有する切開車輪であり、前記切開車輪が回転可能で、外半径
の寸法が等しく共通の回転の中心を有する一組の回転可能な折り目付け車輪双方の間で可
動式に支持され、前記切開車輪が、前記切開端部が前記折り目付け車輪双方の前記外側周
辺部の内側に半径方向に引き込まれる非作動位置から、前記切開端部が前記周辺部の外側
に半径方向に突出する作動位置まで切開端部を突出させるために調整可能であり、材料を
圧縮するために前記折り目付け車輪双方を調整でき、同時に、前記切開車輪を前記折り目
付け車輪双方に対して及びそれらの間で移動するように調整できる、切開折り目付け車輪
組立体。
【請求項２】
　前記切開車輪の回転軸が前記折り目付け車輪双方の回転軸からずれている、請求項１に
記載の切開折り目付け車輪組立体。
【請求項３】
　前記切開車輪の半径が前記折り目付け車輪双方の半径より小さい、請求項１に記載の切
開折り目付け車輪組立体。
【請求項４】
　前記切開車輪が前記折り目付け車輪双方の半径方向の線状の移動に対して誘導され調整
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される、請求項１に記載の切開折り目付け車輪組立体。
【請求項５】
　前記折り目付け車輪双方が環状形状である、請求項１に記載の切開折り目付け車輪組立
体。
【請求項６】
　前記折り目付け車輪双方が、前記環状折り目付け車輪双方の内側周辺部を双方誘導する
ローラに対して回転するように軸支される、請求項５に記載の切開折り目付け車輪組立体
。
【請求項７】
　前記切開車輪の前記線状の移動が前記材料の全面に対して垂直である、請求項４に記載
の切開折り目付け車輪組立体。
【請求項８】
　前記切開工具が、２つの折り目付け車輪双方によって形成される間隙を通って作動する
ように調整可能なレーザ切削工具、水噴射切削工具、研磨剤水噴射および非円形ナイフま
たは任意の他の切開工具である、請求項１に記載の切開折り目付け車輪組立体。
【請求項９】
　切開折り目付け車輪組立体内で、切開工具を外半径の寸法が等しく共通の回転軸を有す
る一組の回転可能な折り目付け車輪双方の間に準備および配置し、圧縮材料を貫通する切
れ目を形成する方法であって、前記材料が前記切開折り目付け車輪組立体に対してまたは
反対に移動する際、同時に前記折り目付け車輪双方によって圧縮される前記材料の一部に
前記材料を貫通する切れ目を切開するために、前記折り目付け車輪双方の前記外側周辺部
の外側に半径方向に突出するように前記折り目付け車輪双方の間で前記切開工具を調整す
るステップを備える方法。
【請求項１０】
　前記折り目付け車輪双方および前記切開工具が、前記折り目付け車輪双方の回転軸に平
行な共通な線上に配置される接触地点で前記材料と噛み合うように配置される、請求項９
に記載の方法。
【請求項１１】
　切開端部を有する切開車輪を準備し回転可能に配置し、外半径の寸法が等しく共通の回
転の中心を有する一組の回転可能な折り目付け車輪双方の間で可動式に支持する、圧縮材
料を貫通して切れ目を形成する方法であって、前記材料が前記切開折り目付け車輪組立体
に対してまたは反対に移動する際、前記材料を貫通する切れ目を切開するために前記切開
端部を前記折り目付け車輪双方の前記周辺部の外側に半径方向に突出させるように前記切
開車輪を調整するステップを備える方法。
【請求項１２】
　前記折り目付け車輪双方が前記材料を圧縮するために作動し、同時に前記圧縮された材
料を貫通する切れ目を切開するために前記切開端部が突出する、請求項１１に記載の方法
。
【請求項１３】
　前記折り目付け車輪双方および前記切開端部が、前記切開折り目付け車輪組立体の回転
軸と平行で共通の線上に配置される接触点で前記材料と噛み合うように配置される、請求
項１１に記載の方法。
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